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４． ケース・スタディ 角川書店 
4.1 角川書店の歴史的経緯 




















































































































































































































































することができると説明している(Andriopoulos & Lewis, 2009; Christensen & Bower, 














 経済産業省が発表している平成 25 年特定サービス産業実態調査(確報)1の出版業に
分類される業種の統計では、出版社数全 3,817 社のうち、資本金 1 億円以上の出版社







                                                   
1 経済産業省 平成 25 年特定サービス産業実態調査(確報)  


























































































































日本の出版社数は全体で 3,676 社(出版年鑑 2013)であり、ピークであった 1997 年の







ムページによると、会員社数は 25 社(2014 年 4 月 1 日現在)となっている5。 
 
小売では、近年日本で売上を急速に伸ばしたインターネット通販最大手のアメリ
カ・Amazon(2013 年度の日本の総売上約 7,400 億円)6が、日本市場における書籍・雑誌
の売上についても、実質的に日本最大となっていると思われる。リアル書店では、紀
伊国屋書店(2014 年 8 月期・年商 1,067 億円)7が最大手となっており、それに続くグル
ープとして、イオングループの中核企業である未来屋書店(2013 年度売上高 507 億円)8
や、大日本印刷グループに属するジュンク堂書店(2014 年 1 月期売上高 503 億円・2015
年 2 月に丸善書店に吸収合併され解散)9などがある。日本の書店数は 2014 年では全体
で 13,943 店10となっているが、ほとんどが中小書店である。 
 




                                                   
2 日本出版販売  第 66 期損益計算書  
http://www.nippan.co.jp/wp-content/uploads/2014/06/66_renketsu_soneki.pdf (閲覧：
2014 年 12 月 31 日) 
3 トーハン 平成 24 年度決算概況  http://www.tohan.jp/whatsnew/news/post_281/ (閲
覧：2014 年 12 月 31 日) 
4 大阪屋 会社概要 http://www.osakaya.co.jp/about (閲覧：2014 年 12 月 31 日) 
5 一般社団法人日本出版取次協会 沿革と現状 
http://www.torikyo.jp/gaiyo/enkaku.html (閲覧：2014 年 12 月 30 日) 
6 「アマゾン、日本売上高 20%増の 7400 億円 13 年」『日経新聞』2014 年 2 月 1 日 
7 紀伊国屋書店 会社概要  http://www.kinokuniya.co.jp/c/company/ (閲覧：2014 年 12
月 31 日) 
8 未来屋書店 会社概要 http://www.miraiyashoten.co.jp/corporate/ (閲覧：2014 年 12 月
31 日) 
9 MARUZEN & JUNKDO ネットストア  ジュンク堂書店  会社案内 
http://www.junkudo.co.jp/mj/user_data/about/junkudo.php (閲覧：2014 年 12 月 31 日) 












 日本書籍出版協会は、出版物に再販制度が必要な理由として、  
① 個々の出版物が他にとってかわることのできない内容をもち  
② 種類がきわめて多く(現在流通している書籍は約 60 万点) 























                                                   
11 一般社団法人日本書籍出版協会 再販制度 http://www.jbpa.or.jp/resale/#q1 (閲覧：
2014 年 12 月 31 日) 
12 公正取引委員会 著作物再販制度の取扱いについて  
















   
 《前略》…『婦人世界』の部数を飛躍的に伸ばしたのは、実際は経営者の増田義  
 一の手腕だったというべきでしょう。創刊三年目の明治四二(一九〇九)年新年号か 
 ら彼は他社にさきがけて『婦人世界』を“オール委託・返品無制限自由制度”と  
したのでした。いまはごく一部の限られた版元以外、この販売システムは普通に  
なってしまいましたが、当時は雑誌も買切制だったのです。  
















                                                   
13 「2013 年書籍・雑誌推定販売金額、前年比 3.3%減の 1 兆 6823 億円に」『新文化』2014


















3.3  日本の出版業界の市場動向 
 日本での出版販売金額は、戦後、高度成長期を経て一貫して高い伸びを続け、1989
年に出版販売金額が 2 兆円を超えてから、長く「2 兆円産業」と言われてきた。オイル
ショック下でも成長を維持し、バブル経済崩壊後も伸び続け、1996 年に 2 兆 6,564 億
円(書籍：10,931 億円、雑誌：15,633 億円)までに達した。日本の出版産業の黄金期を支
えたのは、マンガと雑誌、それに数多くの書籍のベストセラー群であった。  
しかし、2013 年の日本の出版販売金額は前年比－3.3%の 1 兆 6,823 億円と 9 年連続
で減少している(書籍：7,851 億円、雑誌：8,972 億円)。これは、ピークであった 1996
年の 2 兆 6,564 億円から比べると約 63%の水準まで落ち込んでいることになる。2009












図表 3.2 出版販売額の推移 
 
（出所：公益社団法人『2014 年版 出版指標年報』より筆者作成） 
 























































































































































新聞 10,377 9,986 9,462 8,276 6,739 6,396 5,990 6,242 6,170
雑誌 4,842 4,777 4,585 4,078 3,034 2,733 2,542 2,551 2,499
ラジオ 1,778 1,744 1,671 1,549 1,370 1,299 1,247 1,246 1,243












図表 3.4 マスコミ四媒体広告費変化率 
広告費 2005 年 2013 年 変化率 
新聞 10,377 億円 6,170 億円 59.4% 
雑誌 4,842 億円 2,499 億円 51.6% 
ラジオ 1,778 億円 1,243 億円 69.9% 
テレビ 20,411 億円 17,913 億円 87.7% 
（出所：電通『2013 日本の広告費』より筆者作成） 
 
 大手総合出版社４社の 2005 年～2013 年の業績を見てみると、KADOKAWA を除き減収
が続いている(図表 3.5)。小学館・集英社・講談社の減収要因は雑誌の不振であり、マ
ンガが好調な集英社でさえも売上高の下落に歯止めがかからない状況である。一方で
KADOKAWA は積極的な M&A と組織再編を繰り返し、メディアミックス戦略に基づく他業




図表 3.5 大手総合出版 4 社の売上推移 
 


























小学館 1,481 1,469 1,413 1,275 1,177 1,111 1,079 1,064 1,025
集英社 1,378 1,399 1,389 1,376 1,332 1,304 1,318 1,260 1,232
講談社 1,545 1,455 1,443 1,350 1,245 1,223 1,219 1,178 1,202
































以下に KADOKAWA・DWANGO に統合前の、株式会社 KADOKAWA 単体の 2014 年 3 月期のジ





























































なお、角川書店は 2014 年 10 月に IT 企業のドワンゴと合併を果たし、現在は株式会








その後、1949 年に角川文庫を創刊、第 1 回配本はドストエフスキーの「罪と罰」。
















「日本探訪」シリーズである。1970 年から 1978 年までに放送された NHK の同名番組を
書籍したもので、当時営業部長であった源義の次男・歴彦が企画した。この作品は後
に文庫化され、発行部数は単行本・文庫合計で 600 万部に達している。16 
 
(２)文庫と映画のメディアミックスの時代  
























                                                   
15 鎗田清太郎(1995 年)『角川源義の時代』p.314「私の目標としているのは、岩波書店で
あって、『あやかりたいと望んでいるのは岩波茂雄さんである』」と言ったと言う。  
16 「こころの玉手箱 ＫＡＤＯＫＡＷＡ会長 角川歴彦(３) 「日本史探訪」シリーズ」






































2008 年 1 月には、世界最大の動画共有サイト「You Tube」との提携を発表。ユーザ
ーが許可なく You Tube にアップロードした角川グループのコンテンツを、You Tube
                                                   
17 「東証２部上場、角川書店社長会見――３年後の売上高、１０００億円めざす」『日経










変更した。更に、2013 年 12 月に児童向け書籍を手掛けている汐文社を、2014 年 4 月
に中堅ゲーム会社のフロム・ソフトウェアを買収し、KADOKAWA グループへ編入してい
る。 






















































図表 4.2 角川の歴史的経緯 
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4.2  角川書店・3 代の経営者とメディアミックス戦略の変化  
 前節では、角川書店の歴史的経緯を追ったが、本節では、角川書店が行ったメディ











  角川文庫発刊に際して 18  角川源義 
 





















  一九四五年五月三日 
                                                   
18角川書店「グループ理念・角川文庫発刊に際して」 ＫＡＤＯＫＡＷＡ ｄｗａｎｇｏ 









 初代・源義の長男で、國學院大學卒業後の 1965 年に角川書店入社、1975 年に源義逝
去の後を受けて弱冠 33 歳で社長に就任。当時、年商約 98 億円の中小出版社であった





























                                                   
19 「シリーズ人 「神の声が体感できる」角川春樹・角川書店社長」『NIKKEI BUSINESS』















































































































































                                                   
20 「フォーカスひと  メガ・ソフトウェア・パブリッシャーを目指す角川歴彦氏」『NIKKEI 
































































探索 深化 探索 
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